
１．麦・大豆の生産性向上・生産強化に向けた方針

大崎市産地
麦・大豆産地生産性向上計画

　大崎市の全耕地面積は約18,800haあり，このうち主食用米の作付面積は9,589haと，主食米の作付割合
が約５割を占める水田地域である。
　近年，主食用米の国内需要が減少する中で，将来を見据え，農業者が取り組みやすい米対応の転作作
物である備蓄米，加工用米，飼料用米の生産を拡大するとともに，麦・大豆の生産拡大についても，本地
域の生産調整の基幹作物として従来より実需者との結び付きが強く，今後，更なる需要の拡大が見込まれ
ることから，最重点作物として作付拡大を推進していく必要がある。
　また，実需者と密接に連携し需要が拡大基調である品種へ生産を移行していくとともに，耐病性品種等
への切り替えを実需の理解を得ながら早急に進め，単収の安定を実現する。
　大崎市において，平成29年度に策定した第２次大崎市産業振興計画の中で，麦や大豆などの持続可能
な力強い土地利用型農業を担う経営体を育成・支援することとしている。そこで，本計画を活用し，麦・大豆
の生産性向上・生産拡大に係る取組をより具体化するとともに関係者の連携を強化することで，農業の更
なる活性化を図っていく。
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２．麦・大豆生産の現状と課題
（１）需要に応じた生産の現状と課題

（２）生産における現状と課題

・麦については，生産者⇔各ＪＡ，各ＪＡ⇔全農みやぎ，全農みやぎ⇔実需者（製粉企業等）間で売買契約が締結され
ている。本地域で生産しているシラネコムギは，主に全農を通じて県内の製粉企業に令和２年度で６９５トンほど販売
されており，夏黄金については，令和元年より作付が始まり，麺，パン用として需要があるため，作付面積拡大を図っ
ているが，出荷量は３０７トンと実需者からの要望に応えられていないことから，より一層の増産を図る必要がある。
・大豆については，生産の７割を占める品種タンレイとミヤギシロメは，東北を中心に主に全国の豆腐・豆乳等の加工
食品業者に向けて３,４２１トンほど販売されているが，近年，作柄の不安定さにより安定供給が達成できていないこと
から，作付面積のさらなる拡大を図る必要がある。

　近年，麦及び大豆の作付面積ついては，圃場整備に伴う事後転作等により増減幅が大きく不安定であるが，生産量
は単収の増に伴い，麦は１,０００トンを維持し，大豆は３,４２１トンと増加している状況である。
　しかしながら，麦・大豆については，天候に左右されやすい作物であり，実需者から安定供給を求められていること
や，毎年安定した収量を確保するため，更なる作付面積の拡大と収量の増加が課題となっている。
　収量が伸び悩んでいる原因としては，作付頻度の増加による地力低下等が考えられ，収量を向上させるためには，
土壌診断に基づいた施肥や土壌改良資材の施用等による地力の回復と，排水不良による湿害も多くみられることか
ら，排水対策についても早急に実施しなければならない状況となっている。



（３）実績

①　生産量

※　田畑計の数値を記載している場合は，括弧内に田の面積を記載すること。

※　必要に応じて適宜行を追加・削除すること。作付していない作物がある場合は空欄で良い。

※　計画策定時に数値が把握できる直近３年の実績を記載する。麦と大豆で年産が異なっても良い。
※　年産は必要に応じて適宜書き換えて使用すること。

※ 麦は必ず品種毎に整理すること。（大豆は品種ごとの記載が困難な場合は，一括の記載が可能）
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②　団地化
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※　原則田の数値を記載するが，畑を含んでいる場合は，田の数値を括弧書きで記載すること。

※　必要に応じて適宜行を追加・削除すること。作付していない作物がある場合は空欄で良い。

※　団地化率は，団地化面積が当該品目の作付面積に占める割合を指す。現状数値以外は把握できる範囲の記載で良い。

③　団地化率の計算に用いる団地の基準・考え方

※　都道府県の団地基準面積値を使用している場合は、その旨記載すること。

※　都道府県の基準と異なる場合は，必ず記載すること。
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　本市においては，鳴子，岩出山地域の中山間地域をはじめ，松山，鹿島台，田尻地域においても，中山間地域に類
似する圃場が多く存在することから，地域の実情を考慮し，概ね１ha以上を団地とする取り扱いで県より了承を得てい
る。
　また，水田活用直接支払交付金の産地交付金に係る大豆，麦等の団地加算の取り扱いについても，「団地とは概ね
１ha以上の同一作物が作付されており，一連の農作業に支障が生じない農地」とし，概ね１ｈａ以上を団地として取り
扱っている。



３．課題解決に向けた取組方針・計画

（１）取組方針

※　①需要に応じた生産と販売の実現，②団地化の推進については必ず記載する。その他必要な項目を産地の実態に即して記載すること。

①需要に応じた生産と販売の実現
・麦については，実需者より安定した需要量の確保，また品質については，ばらつきがなく，精麦白度や二次加工適
正が高い品種が求められていることから，宮城県と連携し，優良品種の導入や基本技術の徹底と品質を重視した栽
培管理の励行を推進する。
・大豆については，実需者より味の良さや品質面から，ミヤギシロメやタンレイの増産を求められていることから，安定
供給を図るため，作付面積の拡大を図るとともに，需要に応じた品種構成となるよう作付け誘導する必要があること
から，研究機関・実需者・生産者による栽培・加工適性評価を進めるとともに，県と連携して種子生産計画を作成す
る。

②団地化の推進
　人・農地プランや水田麦・大豆産地生産性向上事業による農地集積の推進をフルに活用し，麦・大豆の団地化に向
けた話し合いを実施し，土壌・排水条件・作業の効率化等に配慮た団地化に向けた計画を産地において作成する。

③増収に向けた湿害対策，土づくり
　　大崎市においては，輪作体系の中で水田における作付けが多く，麦，大豆の収量が上がらない原因の一つに湿害
が考えられることから，湿害対策技術，高度な湿害対策技術や先進技術を導入し，計画的な暗渠排水の設置・更新，
心土破砕，深耕を実施し，湿害の軽減を図ることで増収につなげる。
　また，上記湿害対策と併せて，定期的に土壌診断を実施し，その結果に基づく施肥等の土づくりを実施することで，
土壌のｐＨや肥料分を適正な範囲に維持し，安定的な収量の増に向けた取組を目標年度までの５年間で実施する。



（２）計画

①　生産量

※　田畑計の数値を記載している場合は，括弧内に田の面積を記載すること。

※　必要に応じて適宜行を追加・削除すること。

※　麦は必ず品種毎に整理すること。（大豆は品種ごとの記載が困難な場合は，一括の記載が可能）

※　現状値は，計画策定時に数値が把握できる直近の年産を記載する。麦と大豆で年産が異なっても問題ない。

※　目標年は計画策定年から５年後に生産（麦においては播種）する年産とする。麦と大豆で年産が異なっても問題ない。

※　災害等により，現状値として直近年を用いることが適当でない場合は，現状値を７中５とすることが出来る。その場合備考欄に明記すること。
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②　団地化

※　原則田の数値を記載するが，畑を含んでいる場合は，田の数値を括弧書きで記載すること。

※　必要に応じて適宜行を追加・削除すること。

※　現状値については，原則，大豆は令和元年または２年産，麦は令和２年産または3年産の数値を記載すること。

※　目標年は計画策定年から５年後に生産（麦においては播種）する年産とする。麦と大豆で年産が異なっても問題ない。

※　麦は必ず品種毎に整理すること。（大豆は品種ごとの記載が困難な場合は，一括の記載が可能）

※　団地化率は，団地化面積が当該品目(作物)の作付面積に占める割合を指す。
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